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議会のおしらせ内の二次元コードをスマートフォンの
カメラで読み取ると、詳細を確認できます。

8月3日（月）に、福岡県議会主催の議会関係ハラスメント根絶のための議員研修に本市市議会議員が参加しまし
た（写真上）。また、8月5日（水）には市主催の特別職・部課長級職員を対象としたハラスメント防止研修に、市議
会議員も参加し、ハラスメントに関する知識を深めました（写真下）。

s田川市議会事務局
　 ☎85-7170   FAX 44-2043
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田川市が一体となって
ハラスメント根絶へ

研修を通じて、知識を深めました
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市長の退職の期日に関する同意について

同 意
村上卓哉市長から令和8年5月31日をもって退職したいとの申し出があり、地方自治法第145
条ただし書に規定されている、市長の法定期日前の退職であることから、議会の同意を必要と
するもの。

市町村長は、退職しようとするときは、退職する20日前までに、当該議会の議長に申し出なければならない
とされています。ただし、議会の同意を得た場合は、その期日前に退職することができます。
今回の場合、令和8年5月31日をもって退職したい旨の申出書が5月25日に提出され、20日よりも短いため、
議会の同意が必要となりました。
※なお、議会の同意が得られない場合は、20日を経過する日付けで退職となります。

地方自治法
第145条には…

ことばの説明

令和8年度田川市一般会計補正予算【追加】議案第28号　

可 決 本補正予算では、村上市長の退職に伴う令和8年7月12日執行の市長選挙および市
議会議員補欠選挙に係る経費（5,244万2千円）が計上されました。

補欠選挙とは…

ことばの説明

Ᲊ੭ጒਞǃᲉ੭ጒਞǃᲉ੭ጒਞǃᮬŠᮨʯآ
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ᘑǃᘑЧᔤ௲ងएᮊᓱᯌᯊᮼᮕᮝۮ
令和8年7月12日に執行された田川市長選挙に併せて、田川市
議会議員補欠選挙が執行され、新たに2人の議員が当選しまし
た。なお、任期は他の議員と同じく、令和9年5月1日までとなり
ます。

今回はこのケースです!今回はこのケースです!

ホームページにも
掲載しています→

会　派　名
シン・タガワ

代表者 所属議員
榊原 村𠮷

日本共産党市会議員団 佐藤 柿田
公　明　党 永松 山野
清　友　会 田守 髙瀬
翔誠クラブ 原田 世羅

社民・市民クラブ 香月 小林
新　政　会 石松 梶原
清　風　会 尾﨑 佐々木
孔　志　会 今村 陸田

①年齢（7月13日時点） ②住所 ③所属党派 ④会派 ⑤当選回数 ⑥趣味
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公職選挙法では、議員の欠員が所定の数に達したときに、補欠選挙を行うことが定められてい
ます。田川市議会の場合は、議員定数18人で、欠員が議員定数の6分の1を超えた場合（4人）に
補欠選挙が執行されます。また、6分の1を超えない場合でも、市長選挙が執行される場合は、同
時に補欠選挙が行われます。　　
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議案第27号　
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6月補正予算では、当初予算編成後に新たに措置する必要が生
じた予算が計上され、全会一致で可決されました。歳入歳出とも
4億349万4千円の増額となり、予算総額は、363億962万3千円
となりました。各委員会における審査の一部を紹介します。

今回はこのケースです!

Ρ໧֤ЧǃΡ໧֤ЧǃΡ໧֤Чǃ

国が平成25年から27年にかけて行った生活扶助基準の引き下げ（平成25年基準改定）を違法とす
る最高裁判所の統一判断が示されたことから、国が新たな基準を制定し、その基準に基づき算定し
た保護費と当時支給した保護費との差額を追加給付するもの。

最高裁判決の対応を踏まえた
保護費等の追加給付 3億3,853万7千円

平成25年基準改定により
引き下げられた全額が給
付されるのか。

質　

疑

当該訴訟の原告に対しては、改定後の扶助基準との差額分
2.29％に加え争訟の経緯を踏まえた特別給付が措置され、
結果として全額が給付されることになる。原告以外の受給者
は、改定後の扶助基準との差額分2.29％のみの給付となる。

答　

弁

ᖌᆞೲ֤Чǃݏᖌᆞೲ֤Чǃݏᖌᆞೲ֤Чǃݏ

コミュニティバスの土曜日の一部時間帯における試験運行を実施するもの。
213万4千円田川市地域公共交通会議負担金

国際水準GAP認証を取得しようとする農業者に対し、県の補助事業を活用して補助金を交付するもの。
44万7千円国際水準GAPレベルアップ支援事業費

ᇒ͊ৌঽ֤Чǃᇒ͊ৌঽ֤Чǃᇒ͊ৌঽ֤Чǃ

高齢者などデジタルに不慣れな市民を対象とした生成ＡＩ講座などを開催するほか、市の公式ア
プリなどから簡単にアクセスでき、生成AIアバター（キャラクター）に相談できる寄り添い会話型生
成システムを構築するもの。

1,863万8千円
ＡＩ時代のデジタル・デバイド
対策事業に係る経費　　

学校給食費無償化の対象外となっている市外の小中学校に通学する
市内在住の児童生徒に対し、新たに創設する補助金を交付するもの。

913万円学校給食相当費補助金交付事業費
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可 決
令和8年6月24日開催の本
特別委員会で、審査結果が
取りまとめられ、6月定例
会において、審査結果の報
告が行われました。その概
要をお知らせします。

対象議員について政治倫理基準に反する疑いがあるため、市民から
調査請求があり、政治倫理審査会（政倫審）において調査することに
なりました。市議会においても、自浄能力を発揮し、市民への説明責
任を果たすため、特別委員会を設置し、検証することになりました。

検証に当たっては、政局絡みと判断される
リスクを避けるため、政治倫理に精通した
有識者の意見を聴取しました。また、政倫
審会長、対象議員などに説明を求めまし
たが、委員会への出席は拒否されました。

政倫審の調査に協力しており、政治倫理基準に反しないとの結論が出て
いるため説明する必要はなく、存在しない疑惑の説明は不可能である。
政倫審の結論を覆そうとする政治的攻撃と受け止めており、偏狭的議論
により不当に私の社会的評価を下げ、私を議会から排除しようとする恣
意的な運営をする委員会には出席することはできない。法令などに反し
ない行為を曖昧な倫理観や価値観で断罪する手法は承服できない。ま
た、公職選挙法上の疑いについては、委員会で議論できる範囲を超えて
おり、捜査機関においては、公職選挙法に抵触しないと判断された。

໐市から工事を請け負うA社の株式の約半数を保有する筆
頭株主である。

໐同社から高額な給与が支払われている。

໐市から工事を請け負っているA社の経営に実質的に関与
している疑い。

໐政治倫理基準の「地位を利用して、不正の疑いの念を持
たれるおそれのある一切の行為をしない」に反する疑い。

໐選挙運動で使用した複写機・机・椅子など（計62万4千円
相当）の無償提供（寄附）をA社代表者から受けた。

໐公職選挙法第199条（特定の寄附の禁止）に抵触する疑
い。

可 決

᣹໯̍׵ᘑЧᮬʤኔងएಉγ᮱
໯ۛۮল౽ȶຜઙǮᝰζ༡ࠛᮩᢽᮗᯉ
ୌᖔქา˾֤Чǃᮬؽ૝ᆡ઴ԉϷᮩᮡᮁᮤ

Ჴᵣল౽ȶຜؽ૝ǃᮬᗊ૝ᆡ઴ᮬୌᖔ

本事案について、政倫審は「対象議員は政治倫理基準に反しない」と結論付けました。この結論について検証しました。
【委員からの意見】「不正を疑われる行為は慎むべきという条例の趣旨に反している」、「事実認定がありながら政治倫理
基準に違反していないとした判断は納得できない」という否定的な意見が相次ぐ一方、「現行条例下では、これ以上の議
論の余地はなく、政倫審の決定を尊重すべき」との肯定的な意見もありました。

【調査結果】政倫審が非公開を理由に会議録の提出を拒否したこと、政倫審会長、対象議員などが委員会への出席を拒否
したことから、委員会の審査は事実上の限界に直面しました。対象議員は、Ａ社の筆頭株主で高額な給与の支払いを受け
ているほか、Ａ社代表者からの寄附といった事実も認めており、それら外形的・客観的事実が存在する以上、経営に関与
していないとする本人らの主張や、この主張を基にした政倫審の判断過程には、多くの疑問が残されたままです。

Ჵᵣʤኔងएಉᝰζᮬ༡ࠛᮩᢽᮗᯉୌᖔ

対象議員が、Ａ社代表者から選挙運動で使用した機器（約62万4千円相当）の寄附を受けたことが、公職選挙法第199条
（特定の寄附の禁止）に抵触するか検証しました。
【調査結果】対象議員の選挙費用収支報告書において、寄附の事実は確認したものの、それ以上は調査権限の及ばない部
分もあることから、調査を深めることはできませんでした。本件については、捜査機関による判断に委ねざるを得ないと判
断しました。

՟ᮋᮍ᱾ᦒྜᮩ˲ᮏᮤؽ૝ᯐᓱᮁᮼᮕᮝᵝ՟ᮋᮍ᱾ᦒྜᮩ˲ᮏᮤؽ૝ᯐᓱᮁᮼᮕᮝᵝ

※対象議員およびA社側は「対象議員は経営への関与はない」「寄附は個人からのもの」と政倫審の調査において主張
　しています。

何が問題となったのか？（疑い）対象議員が指摘された外形的・客観的事実

ᵘrᖌሻᮬᆞᇢᵣu ᵣ

ᵘrهᘯᘑЧᮬˬࣲۻϥຜ໰ᵣu

▲本会議の
映像

▲特別委員会の
映像
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二
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川
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舎
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い
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重
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た
め
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修
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5
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を
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け
て
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備
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た
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田
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全
体
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に
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二
場
市
政
は
、市
内
で
パ
プ
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す
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培
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の
高
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践
型
未
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業

者
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出
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プ
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カ
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。
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修
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況
を
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う
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研
修
期
間
中
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年
も
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建
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や
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設
修
繕
費
を
農
業
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対象議員が、（1）市と請負関係にあるＡ社の株式の約半分を保有する筆頭株主であること、（2）Ａ社から高額な給与の支払
いを受けていること、（3）Ａ社代表者から選挙運動で使用した機器（約62万4千円相当）の寄附を受けたことが、政治倫理基
準に反するか検証しました。

【有識者からの意見】対象議員に係る外形的・客観的事実について、世間の常識から判断した場合、単に密接であるという
関係を超え、その企業の中心的な人物であるとも見える。議員という公人の立場にある者が、市と請負関係にある企業か
ら定期的に高額な給与を得ること自体が倫理的に問題視されるべきである、などの参考意見をいただきました。

【調査結果】実質的に経営に携わる企業について、条例で明文化された基準がないことが問題。本事案を常識的に捉えた
場合、対象議員が経営に携わっていないということは考え難い面があります。政倫審の調査結果は尊重し、覆すべきでは
ないという考えもありますが、「政治倫理基準に反しない」とする結論は、市民感覚および客観性を欠いた不自然な結論
であると意見せざるを得ません。

ᲷᵣƟᮬޜ઀ۮᘑǃᮬᮩ޺هᢽᮗᯉୌᕿ

本事案を対象議員の疑惑に留めず、現行の政治倫理制度が抱える構造的欠陥を克服し、政治に対する市民の信頼を回復
するための対応を検討しました。

【政倫審のブラックボックス化の是正】政倫審の調査が非公開を前提として行われることが、市民の不信感を増大させる
要因になることから、会議の原則公開など、外部の目が届く仕組みが必要です。

【条例への客観的・数値的基準の導入】「地位を利用して、不正の疑いの念を持たれるおそれのある一切の行為をしない」
という政治倫理基準の表現が抽象的であり、解釈の違いによる問題が発生することが懸念されるため、具体化・数値化す
る必要があります。

【議会の自浄能力】対象議員が委員会への出席を拒否したことは、市民への説明責任を放棄するものであり、誠に遺憾で
あります。本事案は、政治に対する市民からの信頼が揺らいでいるという警鐘であると同時に、透明で厳格な政治倫理体
制を構築するための好機と捉えるべきです。制定から30年間見直しが行われていない条例の課題を整理し、情報公開、基
準の具体化・数値化、政倫審の権限強化などについて、市議会において発議すべきと考えます。

՟ᮋᮍ᱾ᦒྜᮩ˲ᮏᮤؽ૝ᯐᓱᮁᮼᮕᮝᵝ
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向
性
を
決
め
た
い
。

　

物
価
高
騰
や
資
材
不
足
が
、市
民
生

活
や
市
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
額
の

充
実
を
国
や
県
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　

全
国
市
長
会
総
会
に
お
い
て
、物
価

高
対
策
の
強
化
を
国
に
求
め
る
決
議

が
採
択
さ
れ
た
。今
後
も
必
要
な
財
政

支
援
な
ど
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

西
鉄
バ
ス
一
部
路
線
の
廃
止
に
伴

い
、糸
飛
口
、田
川
東
中
学
校
、東
町
の

３
つ
の
バ
ス
停
が
廃
止
さ
れ
る
。代
替

交
通
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

緊
急
措
置
と
し
て
香
春
町
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
市
内
に
乗
り
入
れ
て
も

ら
う
よ
う
協
議
し
て
い
る
。
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施
設
の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
契
機
に
、市
体
育
館
の
敷
地
内

に
合
計
15
台
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を

整
備
し
た
。エ
ア
コ
ン
や
電
子
レ
ン
ジ
、

Ｗ
ｉ
-Ｆ
ｉ
機
器
な
ど
を
備
え
、車
い

す
で
の
利
用
も
可
能
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。現
在
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
合
宿
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
費
用

の
収
支
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　

令
和
３
年
度
お
よ
び
４
年
度
の
収

支
は
赤
字
と
な
っ
て
い
た
が
、令
和
５

年
度
以
降
は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
課
題

や
利
用
者
の
要
望
に
つ
い
て
問
う
。

　

合
宿
施
設
は
、本
市
の
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、生
涯
学
習
活
動
の
活

性
化
を
目
的
と
す
る
利
用
に
限
定
し

て
い
る
た
め
、稼
働
率
が
１
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。今
後
の
利
活
用
や

普
及
啓
発
の
強
化
に
課
題
が
あ
る
。ま

た
、利
用
者
か
ら「
周
辺
に
食
事
を
す

る
場
所
が
な
く
不
便
で
あ
る
」と
い
う

意
見
が
出
て
い
る
。

　

今
後
の
活
用
方
針
を
問
う
。

　

今
年
度
は
県
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ

ン
ト
発
掘
事
業
の
開
催
や
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
代
表
の
合
宿
を
予
定
し
て
い
る
。こ
れ
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第
三
者
調
査
委
員
会
は
、前
市
長
の

セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
認
定
し
、特
別
職
対
象

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
な
ど
の
整
備

を
提
言
し
た
。提
言
を
受
け
、新
た
な
制

度
を
整
備
し
条
例
を
制
定
す
る
の
か
。既

存
制
度
を
見
直
し
対
応
す
る
の
か
。

　

第
三
者
調
査
委
員
会
か
ら
の
提
言

を
真
摯
に
受
け
止
め
、市
長
な
ど
特
別

職
公
務
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

な
ど
を
行
う
制
度
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。現
行
の
職
員
対

象
の
制
度
も
い
か
し
た
新
た
な
制
度
を

構
築
し
、条
例
と
し
て
整
備
し
た
い
。

　

再
発
防
止
策
の
策
定
に
当
た
り
、い

つ
ま
で
に
そ
の
方
向
性
を
示
す
の
か
。

ま
た
、そ
の
検
討
状
況
や
策
定
過
程

は
、市
民
や
議
会
に
ど
の
よ
う
に
情
報

提
供
す
る
の
か
。

　

市
長
選
挙
後
に
市
長
の
考
え
を
確
認

し
、準
備
が
整
い
次
第
速
や
か
に
条
例
案

を
提
案
す
る
。今
後
も
適
宜
、市
議
会
な

ど
に
説
明
し
、積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

　

本
事
業
の
研
修
生
５
人
の
う
ち
１
人

が
パ
プ
リ
カ
以
外
で
自
立
就
農
し
、農

業
の
担
い
手
育
成
の
観
点
か
ら
一
定
の

成
果
が
出
て
い
る
。今
後
の
施
設
の
活

用
方
針
に
つ
い
て
、見
解
を
問
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
結
果
の
検
証
を

行
っ
て
い
な
い
。令
和
９
年
１
月
か
ら
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の
新
た
な
研
修
生
の
受
け
入
れ
募
集

は
せ
ず
、１
年
程
度
で
、慎
重
か
つ
十

分
な
検
証
を
行
い
、今
後
の
施
設
活
用

と
事
業
の
方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
視
点
で
検
証
し
、

そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
今
後
の
方

向
性
の
判
断
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

　

現
在
研
修
中
で
あ
る
第
３
期
生
の

研
修
終
了
後
、検
証
方
法
や
手
順
な
ど

の
方
向
性
を
決
定
し
、検
証
作
業
を
進

め
た
い
。事
業
計
画
は
、そ
の
検
証
結

果
を
踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

　

重
度
障
が
い
者
な
ど
が
目
の
動
き

で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
意
思
を
伝

え
る
視
線
入
力
装
置
な
ど
の
意
思
伝

達
装
置
に
つ
い
て
、相
談
お
よ
び
給
付

実
績
を
問
う
。

　

過
去
５
年
の
相
談
と
給
付
の
実
績

は
、１
人
か
ら
各
１
件
で
あ
っ
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を

推
進
し
、共
生
社
会
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、意
思
伝
達
支
援
を
必
要
な
方

へ
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。市
の
見
解
を
問
う
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の

幅
が
広
が
る
よ
う
取
り
巻
く
状
況
や

障
が
い
の
状
態
に
応
じ
真
に
必
要
な

支
援
の
提
供
を
引
き
続
き
細
や
か
に

行
い
た
い
。
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ら
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く
発
信
し
、さ

ら
な
る
有
効
活
用
に
取
り
組
む
。ま
た
、

現
在
限
定
し
て
い
る
利
用
目
的
の
一
部

緩
和
や
、周
辺
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
の
一
括

予
約
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、利
活
用

を
進
め
る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

教
室
の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、市
内
53
か
所
の
公
民
館

で
運
動
講
座
や
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

教
室
、栄
養
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。令
和
７
年
度
の
総
参
加
者
数
は
７

１
１
人
で
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

教
室
に
対
す
る
本
市
の
支
援
に
つ

い
て
問
う
。

　

教
室
は
公
民
館
の
自
主
運
営
と
な
る

が
、保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
に
よ
る
血
圧

測
定
の
隔
月
実
施
な
ど
、代
表
者
や
参

加
者
が
安
心
し
て
運
営・参
加
で
き
る
よ

う
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
孤
立
対
策
の
た
め
開
催
場

所
や
参
加
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

参
加
者
の
意
見
・要
望
を
取
り
入
れ
、

内
容
の
充
実
や
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
導

入
を
検
討
し
、誰
で
も
参
加
で
き
る
も
の

に
し
た
い
。ま
た
、広
報
紙
に
教
室
の
実

施
内
容
を
掲
載
し
、実
施
公
民
館
や
参

加
者
が
増
え
る
よ
う
周
知
を
行
い
た
い
。
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近
年
の
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス

ク
に
つ
い
て
現
状
の
認
識
を
問
う
。

　

熱
中
症
は
重
症
と
な
れ
ば
生
命
の

危
機
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、特
に
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
注

意
が
必
要
で
あ
る
。令
和
７
年
度
に
県

内
で
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ

た
人
の
半
数
以
上
は
高
齢
者
で
あ
る
。

ま
た
、発
生
場
所
と
し
て
最
も
多
い
の

は
住
居
で
あ
り
、屋
内
・
屋
外
に
か
か

わ
ら
ず
十
分
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
進
め
て
い
る
熱
中
症
へ
の
対

策
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
熱
中
症

の
予
防
や
、熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の

応
急
処
置
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
る
。高
齢
者
や
子
ど
も
は
、暑
さ
に

気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
多
い
た
め
、見

守
り
や
周
知
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

物
価
高
騰
に
よ
り
電
気
料
金
の
負

担
が
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。特

に
高
齢
者
や
低
所
得
者
世
帯
で
は
電

気
代
を
気
に
し
て
エ
ア
コ
ン
の
使
用

を
控
え
る
な
ど
の
声
を
多
く
聞
く
。こ

れ
ら
の
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
検
討

状
況
を
問
う
。

　

７
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
電
気
・

ガ
ス
料
金
に
対
す
る
国
の
支
援
が
決

ま
っ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、こ
の

国
の
措
置
を
広
く
周
知
し
、自
身
の
身

を
守
る
た
め
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
促

す
よ
う
な
啓
発
を
行
い
た
い
。
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本
市
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
状

況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

　

職
員
が
利
用
す
る
自
治
体
向
け
生

成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
。ま
た
、公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
生
成
Ａ
Ｉ

に
よ
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
運
用
し
、

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
る
。今
後

は
職
員
の
身
近
な
業
務
の
自
動
化
や

窓
口
な
ど
に
お
け
る
多
言
語
対
応
を

充
実
さ
せ
る
な
ど
、さ
ら
な
る
事
務
の

効
率
化
を
行
い
た
い
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と

運
用
ル
ー
ル
の
整
備
状
況
を
問
う
。

　

本
市
が
導
入
し
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ

は
、入
力
情
報
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
追
加
学

習
に
利
用
さ
れ
な
い
仕
組
み
を
採
用

し
、技
術
的
に
リ
ス
ク
を
排
除
し
て
い

る
。ま
た
、生
成
Ａ
Ｉ
利
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
Ａ
Ｉ
使
用
の
基
本
ル
ー
ル
を

定
め
、職
員
研
修
な
ど
を
行
い
周
知
と

教
育
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
不
慣
れ
な
人
も

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
よ
う
、生
成

Ａ
Ｉ
講
座
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、限
り
あ
る
人
員
で
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、生
成
Ａ
Ｉ
活

用
の
進
化
を
見
据
え
、庁
内
業
務
シ
ス

テ
ム
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
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法
定
協
議
会
で
大
き
な
方
向
性
を

決
定
す
る
採
決
の
結
果
、委
員
数
27
人

の
う
ち
国
や
県
な
ど
の
12
人
が
棄
権
し

た
。結
果
と
し
て
責
任
の
所
在
が
曖
昧

と
な
り
、責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
べ

き
で
あ
る
。県
は
自
治
体
任
せ
で
は
な

く
、平
成
筑
豊
鉄
道
㈱
の
筆
頭
株
主
と

し
て
同
社
へ
の
関
与
を
明
確
に
す
べ
き

で
あ
る
。路
線
バ
ス
に
転
換
し
た
際
の

運
行
主
体
と
県
の
関
与
に
つ
い
て
問
う
。

　

運
行
主
体
な
ど
の
運
行
体
制
は
、こ

れ
か
ら
法
定
協
議
会
で
協
議
し
て
い

く
。す
で
に
県
と
市
町
村
で
協
議
し
て

お
り
、時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

路
線
バ
ス
転
換
に
必
要
な
バ
ス
運

転
手
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

　

現
時
点
で
は
必
要
人
数
を
確
実
に
確

保
で
き
る
と
は
言
え
な
い
状
況
。有
資

格
者
が
多
い
事
業
者
を
訪
問
し
、退
職

者
な
ど
に
声
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

沿
線
９
市
町
村
の
財
政
力
を
考
え
れ

ば
、将
来
に
わ
た
る
安
定
運
行
は
容
易

で
は
な
い
。県
の
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

　

国
・
県
か
ら
の
支
援
は
必
須
で
あ

る
。沿
線
自
治
体
が
一
体
と
な
り
支
援

を
要
請
し
て
い
く
。

　

国
交
省
の
有
識
者
会
議
で
あ
る「
鉄

道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ
る
地

域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す
る
検

討
会
」は
、ロ
ー
カ
ル
線
を
含
む
鉄
道

цццц
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
を
国
の
責
任

と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
る
よ
う
提

言
し
て
い
る
。提
言
に
関
す
る
法
定
協

議
会
の
見
解
を
問
う
。

　

提
言
は
あ
く
ま
で
有
識
者
会
議
の

考
え
方
を
国
に
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、今
後
の
国
の
動
向
を
注
視

し
、情
報
収
集
に
努
め
る
。

　

路
線
バ
ス
転
換
発
表
後
、平
成
筑
豊

鉄
道
で
は
、複
数
の
社
員
が
退
職
し
て

い
る
。社
員
の
雇
用
不
安
や
将
来
の
暮

ら
し
の
保
障
に
つ
い
て
の
対
応
を
問
う
。

　

社
員
の
不
安
解
消
に
対
す
る
同
社

の
取
り
組
み
内
容
を
見
た
上
で
、可
能

な
限
り
協
力
し
た
い
。

　

鉄
道
廃
止
に
よ
る
社
員
の
雇
用
不

安
は
予
見
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。法
定

協
議
会
の
中
で
対
応
策
と
併
せ
て
協

議
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、見
解

を
問
う
。

　

法
定
協
議
会
で
は
、社
員
の
不
安
解

消
に
関
す
る
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、重

要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、次
回
の
会
議

で
問
題
提
起
し
議
論
し
て
い
き
た
い
。

　

鉄
道
の
廃
止
時
期
は
未
定
で
あ
る

が
、経
営
安
定
化
助
成
金
は
鉄
道
廃
止

ま
で
必
要
と
考
え
る
。見
解
を
問
う
。

　

路
線
バ
ス
に
転
換
す
る
ま
で
の
鉄
道

運
行
を
確
実
に
継
続
す
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
の
支
援
が
必
須
で
あ
り
、財

政
支
援
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
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田
川
小
通
学
路
の
歩
道
橋
撤
去
に

つ
い
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
歩
道
橋
を

残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

　

老
朽
化
に
よ
り
今
後
発
生
す
る
膨

大
な
点
検
・
改
修
費
用
や
歩
道
橋
下
の

国
道
３
２
２
号
の
大
規
模
災
害
時
の

緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
役
割
な
ど

を
考
慮
し
た
場
合
、撤
去
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。通
学
時
の
児
童
の
安
全
確

保
は
最
優
先
で
あ
り
、安
全
に
通
学
で

き
る
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。ま

た
、関
係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

　

５
年
に
１
回
必
要
な
歩
道
橋
の
法

定
点
検
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

　

前
回
の
法
定
点
検
で
は
、当
面
の
危

険
は
な
い
が
、一
定
の
補
修
が
必
要
で

あ
る
と
の
診
断
結
果
で
あ
っ
た
。

　

歩
道
橋
撤
去
の
計
画
は
田
川
小
の

統
廃
合
が
前
提
で
は
な
い
か
と
い
う
声

を
聞
く
。撤
去
と
廃
校
の
関
係
を
問
う
。

　

今
回
の
歩
道
橋
撤
去
は
、田
川
市
立

小
学
校
適
正
規
模
等
審
議
会
の
審
議

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。一
小

学
校
の
通
学
環
境
の
問
題
と
田
川
市

全
体
の
小
学
校
の
在
り
方
は
全
く
無

関
係
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
た
め
に
、地

元
や
保
護
者
、学
校
現
場
、教
育
委
員

会
、市
長
部
局
な
ど
す
べ
て
が
関
わ
る

必
要
が
あ
る
。歩
道
橋
撤
去
の
見
直
し

ццц

ццц ჭჭჭ

や
安
全
対
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

沖
縄
県
先
島
５
市
町
村
の
住
民
11
万

人
を
九
州・山
口
８
県
32
市
町
村
で
受
け

入
れ
る
計
画
に
お
い
て
、本
市
の
避
難

住
民
の
受
け
入
れ
を
問
う
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、武
力
攻
撃
事
態

な
ど
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律（
国
民
保
護

法
）に
基
づ
き
、国
と
自
治
体
が
不
測

の
事
態
に
万
全
の
備
え
を
期
す
た
め

の
訓
練
上
の
想
定
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。福
岡
県
全
体
で
、石
垣
市
と

宮
古
島
市
の
４
万
７
４
０
０
人
を
受

け
入
れ
る
想
定
で
、本
市
も
受
け
入
れ

自
治
体
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
宮
古
島
市
か
ら
１
１
０
０
人

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。市

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　

１
１
０
０
人
と
い
う
数
値
を
現
時
点

で
確
定
し
た
計
画
や
市
の
義
務
と
し
て

捉
え
る
の
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
訓
練
上

の
想
定
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

沖
縄
県
の
国
重
点
訓
練
は
、令
和
９

年
１
月
に
実
施
予
定
。現
時
点
で
は
、

図
上
訓
練
と
実
動
訓
練
の
実
施
に
向

け
、国
と
各
県
と
の
間
で
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。
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保
護
者
か
ら
子
ど
も
の
学
校
生
活
や

学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
の
不
安

の
声
を
聞
く
。市
内
中
学
校
に
お
け
る

生
徒
指
導
上
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

　

不
登
校
傾
向
や
長
期
欠
席
の
生
徒

へ
の
支
援
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
ト

ラ
ブ
ル
や
生
徒
同
士
の
人
間
関
係
に

起
因
す
る
問
題
行
動
へ
の
対
応
、い
じ

め
の
未
然
防
止
、早
期
発
見
・
対
応
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

市
内
中
学
校
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　

学
校
で
の
生
徒
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や

学
校
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

は
、ま
ず
学
校
で
迅
速
な
事
実
確
認
を

行
い
、関
係
す
る
生
徒
や
保
護
者
か
ら

丁
寧
に
話
を
聞
き
、事
案
の
背
景
や
要

因
を
把
握
し
て
、管
理
職
中
心
に
組
織

的
な
対
応
を
し
て
い
る
。ト
ラ
ブ
ル
の

対
応
に
お
い
て
は
、そ
の
背
景
に
あ
る

生
徒
の
悩
み
や
不
安
、人
間
関
係
上
の

課
題
な
ど
に
目
を
向
け
、生
徒
が
他
者

と
の
関
わ
り
方
や
望
ま
し
い
行
動
を

学
び
、成
長
す
る
機
会
と
し
て
支
援
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
現
場
の
対
応
力
お
よ
び
指
導
力

を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　

教
職
員
に
対
す
る
各
種
研
修
へ
の

参
加
や
各
学
校
で
の
校
内
研
修
の
充

実
を
促
し
、指
導
力
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。ま
た
、研
修
な
ど
で
得
た
知
見

や
実
践
事
例
は
、校
内
研
修
や
職
員
会
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議
で
共
有
し
、組
織
と
し
て
の
指
導
力

や
対
応
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

学
校
で
は
、特
定
の
教
職
員
の
み
が
課

題
を
抱
え
込
ま
ず
、管
理
職
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、組
織
的
に
対
応
す

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。さ
ら

に
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

の
専
門
家
、生
徒
指
導
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
、警
察
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、教

職
員
が
専
門
的
な
助
言
を
受
け
ら
れ

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、生
徒
指
導
体
制
の
更
な
る
充
実

に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
視
力

低
下
を
防
ぐ
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

学
級
活
動
を
中
心
に
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
節
度
あ
る
生
活
な
ど
の
学

習
を
実
施
。ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、各
家
庭
に
対
し
て
は
、保
健
だ
よ

り
で
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
節
度
あ

る
生
活
に
つ
い
て
情
報
発
信
・
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

　

サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
す
る
紫
外
線
対

策
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

　

日
光
を
浴
び
な
い
こ
と
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、医
学
的
知
見
や
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
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ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
直
近
の
成
果

を
問
う
。

　

年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、特
に
令
和

７
年
度
は
過
去
最
高
の
15
億
円
を
超
え

る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

全
国
に
認
知
さ
れ
選
ば
れ
る
自
治

体
と
な
る
た
め
の
広
告
戦
略
、宣
伝
活

動
に
つ
い
て
問
う
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
、流
行

や
季
節
に
合
わ
せ
た
戦
略
的
な
広
告

運
用
を
し
て
い
る
。ま
た
、サ
イ
ト
で

は
伝
え
き
れ
な
い
返
礼
品
の
魅
力
を

直
接
感
じ
て
も
ら
え
る
都
市
圏
で
の

イ
ベ
ン
ト
出
展
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行

い
、新
た
な
寄
附
者
の
掘
り
出
し
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
数

と
返
礼
品
の
数
に
つ
い
て
問
う
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
は
1
0
7

者
で
、う
ち
59
者
が
市
内
事
業
者
。返
礼

品
の
総
数
は
１
５
６
５
件
で
、う
ち
季

節
限
定
品
な
ど
を
除
く
出
品
中
の
返

礼
品
数
は
１
３
９
７
件
で
あ
る
。

　

市
内
の
商
店
や
中
小
企
業
が
安
心

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
市
場
に
参
入

し
、事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
問
う
。

　

業
務
の
一
部
を
委
託
し
、受
託
事
業
者

が
返
礼
品
の
在
庫
管
理
、出
品
計
画
、返

礼
品
紹
介
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
の
支
援
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令
和
５
年
の
中
学
校
再
編
に
つ
い

て
、そ
の
目
的
や
理
想
と
し
た
学
校
像

に
つ
い
て
問
う
。

　

学
校
の
規
模
を
適
正
化
し
、望
ま
し

い
教
育
環
境
を
長
期
的
な
視
点
で
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、多
様
な
学
習

形
態
の
中
で
学
力
を
伸
ば
す
教
育
、互

い
を
認
め
合
い
協
力
す
る
力
を
伸
ば

す
教
育
、個
性
を
伸
ば
す
教
育
を
理
想

の
教
育
環
境
と
し
て
新
中
学
校
創
設

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

再
編
前
後
の
学
力
や
不
登
校
生
徒

数
、い
じ
め
の
認
知
件
数
な
ど
を
比
較

す
る
と
、再
編
後
の
方
が
悪
く
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
く
あ
る
。基
本
計
画
策

定
時
に
理
想
と
し
た
学
校
像
と
、現
状

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
認
識
を
問

う
。

　

学
校
規
模
の
確
保
、教
職
員
に
よ
る

組
織
的
な
指
導
体
制
の
充
実
、多
様
な

学
校
行
事
や
部
活
動
の
実
施
な
ど
、教

育
環
境
の
整
備
で
は
一定
の
成
果
が
あ
っ

た
。一
方
で
、学
力
や
不
登
校
、生
徒
指
導

上
の
課
題
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
改
善

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

実
際
に
学
校
に
行
っ
て
直
に
教
職

員
と
話
す
こ
と
で
、学
校
設
備
に
つ
い

て
の
困
り
ご
と
や
現
場
の
課
題
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。教
育
委
員
会

に
お
い
て
も
、可
能
な
限
り
現
場
の
教

職
員
の
声
を
直
接
吸
い
上
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。
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令
和
６
年
度
に
、し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

の
収
集
運
搬
を
行
う
業
者
の
区
域
割
の

変
更
が
な
さ
れ
、一
部
で
浄
化
槽
の
維
持

管
理
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
と
の

報
告
を
受
け
た
。現
在
の
状
況
を
問
う
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
状
況
は
年
１
回

の
水
質
検
査
受
検
数
で
把
握
で
き
る
。令

和
７
年
度
の
受
検
数
は
、区
域
割
変
更

前
と
比
較
し
て
１・３
％
の
増
で
あ
る
。

　

市
内
を
管
轄
す
る
し
尿
等
収
集
運

搬
業
者
数
な
ど
に
つ
い
て
、令
和
８
年

度
は
変
動
が
あ
っ
た
の
か
問
う
。

令
和
８
年
度
は
、昨
年
度
と
比
較
し

て
１
者
増
の
９
業
者
と
な
り
、こ
れ
に
よ

り
区
域
割
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

区
域
割
の
変
更
に
つ
い
て
広
域
組
合

か
ら
資
料
提
供
は
あ
っ
た
の
か
。ま
た
、

市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

　

区
域
割
が
示
さ
れ
た
概
略
図
の
提
供

を
受
け
た
が
、広
域
組
合
か
ら
は
公
開

用
の
も
の
で
は
な
い
と
の
説
明
を
受
け

て
い
る
。市
民
へ
の
周
知
は
し
て
い
な
い
。

　

田
川
地
区
に
お
い
て
は
、一
部
事
務

組
合
に
移
管
し
た
事
務
に
関
す
る
住

民
の
知
る
権
利
は
守
ら
れ
ず
、突
然
の

ル
ー
ル
変
更
な
ど
に
よ
り
負
担
が
増

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。現
状
の
改

善
に
向
け
た
考
え
や
対
応
を
新
市
長

就
任
後
に
問
い
た
い
。
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を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
が
返
礼
品
提

供
事
業
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
、受
託
事
業
者
、返
礼
品
提
供
事

業
者
、市
の
三
者
で
連
携
し
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

な
ど
民
間
の
専
門
家
導
入
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。

　

本
市
で
は
業
務
の
一
部
を
専
門
の

事
業
者
に
委
託
し
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

事
業
者
の
知
見
を
既
に
取
り
入
れ
て

お
り
、一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。現

行
の
体
制
を
最
大
限
活
用
し
、寄
附
額

の
増
加
と
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
。

　

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
来
訪

型
・
体
験
型
の
返
礼
品
に
つ
い
て
見
解

を
問
う
。

　

多
数
の
来
訪
者
を
一
度
に
安
定
し
て

受
け
入
れ
る
環
境
が
整
っ
て
な
く
、慎

重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商
品
券
の
導
入
に

つ
い
て
見
解
を
問
う
。

本
市
で
は
利
用
で
き
る
事
業
者
や

観
光
客
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
現
時

点
で
優
先
順
位
は
低
い
と
考
え
る
。

　

新
市
政
誕
生
に
向
け
た
副
市
長
の

決
意
を
問
う
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、今
後
も
目
標
を
高
く
設

定
し
寄
附
金
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
。
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議会のおしらせ No.233 12

議会への意見・要望を事前に募集します！

送付先

議会への意見・要

議会
報告会 11月21日●10時

に募集します！望を事前に

市民会館 講堂

〒825-8501 田川市中央町1-1 田川市議会事務局
メール gikai@lg.city.tagawa.fukuoka.jp

F A X  0947-44-2043

オンライン
配信もします

意見・要望は、意見箱への投かん、郵送、FAX、メール、または
下の二次元コードのフォームから送信してください。

様式は任意のものでもかまいません。
メールの場合は件名を「市議会への意見・要望」としてください。

議員個人に対するものや、報告会の趣旨にあわない
ものには対応できませんので、あらかじめご了承ください。

事前に意見・要望を提出しなくても、報告会当日に発言できます。

2026.9  広報たがわ 24

ところ

と　き

議議議議 見・要望を事前前

き

見 要望

ところ

と　き

土

意見フォーム

意見箱設置場所 市役所１階、市民会館、図書館、スマイルプラザ田川、いいかねPalette、田川市立病院、田川病院

意見・要望
募集期間

9月1日～30日

市議会が担う重要な役割は「条例や予算を最終的に決めること」「市長をトップとする執
行機関をチェックすること」などです。この役割に沿った意見・要望をお願いします。

例）議会での議案審議に関すること、一般質問で取り上げてほしいこと、本市の課題解決に向けた政策提言、
　  議会内の問題に関すること、議会活動・議員活動に関すること など


